
竹工芸へのこれまでの取り組みと、
これからの展開

伝統的竹工芸と消費市場から見た竹製品の展開について

八木竹工業株式会社
代表取締役 八木 秀作
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１． 八木竹工業株式会社について

自己紹介、会社概要
～八木竹工業株式会社について～
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１． 八木竹工業株式会社について

これまでの製品、販路の変遷
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２． 東京市場の開拓

東京進出のきっかけ
～異業種の工芸産地との連携による新しい販路開拓～
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２． 東京市場の開拓

店舗「めぐりて」の紹介
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「２K５４０」

東京都台東区上野5−9
JR東日本が、秋葉原駅〜御徒町駅
間の高架下で運営する工芸品等の
ものづくり企業が集まった商業施設

32



33



「浅草EKIMISE」

東京都台東区花川戸1-4-1
東部鉄道浅草駅上の駅ビル。松屋
浅草店と同じ建物で運営される商
業施設
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２． 東京市場の開拓

「作家」ではない、「職人」としての未来展望
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３． 東京市場から見た竹工芸品の価値

地元を離れてわかる産品の価値
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３． 東京市場から見た竹工芸品の価値

市場から見た求められる“商品”とは
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作って売るから、売るものを作るへ
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提案できる商品展開への挑戦
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４． 今後の展開

ブランド化による付加価値の増大

54



55



56



57



58



59



60



61



62



４． 今後の展開

地域活性化を目指す薩摩川内での展開

63



製造機能の強化、地元での雇用の増大
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未来に向けた新たなの展開
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